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に実施し、加えて SE向上 PGMを IGに実施した。評価は介入前、介入直後、介入 2ヶ月後の質問紙調
査とし、一次アウトカムを介護自己効力感、二次アウトカムを BPSDの出現の有無と負担感、介護負担
感、抑うつ、認知症の知識量とした。 
結果は、認知症の症状に対応する SEの得点が IGは CGに比べて介入前から介入 2ヶ月後の間に有意
に向上した。又、年齢、性別、利用者の日常生活自立度判定を共変量とした共分散分析では、IGは CG
に比べて認知症の症状に対応する SEが有意に向上した。よって結論として SE向上 PGMが認知症の症
状に対応する SEを向上させる可能性が、示唆された。 
本研究の特徴は、SEの向上に影響を与える代理的経験、言語的説得、情動的喚起の内容の介入を IG
と CGの両軍に提供し、加えて IGに SEの向上にもっとも影響を与える遂行行動の達成を目指す SE向

























達成」に着目し、認知症高齢者の生活場面を Ellis の ABC 理論を用いて客観的に整理する内容を独自に
作成したものであり、独創性が認められる。その効果は対照群を置いた介入研究により、介入群で認知
症の症状に対応する自己効力感が有意に上昇したこと等を確認し、適切に述べている。本論文は、自己
効力感向上プログラム（SE 向上 PGM）を実施し、その効果の評価をすることを目的とした博士論文と
して相応しい研究である。 
自ら研究の限界も「本研究では事業所毎に群を割り付けたが、事業所数が少ないため無作為化といえ
ず、結果として対象者の特徴に差が生じた。分析では差を考慮したが、結果に影響する特徴が他に潜在
した可能性が考えられた。」と分析しており、適切に述べられている。 
また、共著論文における研究及び作成において中心的役割を果たしていることについても様々な角度
から審査質問を行い、回答を得ている。本研究に係る研究費獲得や国際学会等についての本人の実績を
確認した。論文中の結果や詳細、その他の事項について、院生 丸尾が質問に回答した結果、質疑・指摘
事項の回答及び内容は適切であった。 
以上により、審査結果判定として、院生 丸尾の本論文は、博士（看護学）の学位を授与するに値する
ものと判定した。 
 
